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東浦町環境審議会 会議録 

会議の名称 平成26年度 第１回 東浦町環境審議会 

開催日時 平成26年７月２日（水） 午後１時30分 ～ 午後３時25分  

開催場所 東浦町役場 ３階 合同委員会室 

出 席 者 

委 員 神田 新二(経済建設委員会委員長) 

久米 弘(コミュニティ連絡協議会会長) 

野村 雅代(卯の花くらしの会生活学校運営委員長) 

鈴木 耕司(農業委員会会長) 

成田 盛雄(商工会会長) 

楠本 竜二(イオンモール東浦) 

𡈽野 広道 (カリモク家具株式会社) 

伊藤 彰近(株式会社豊田自動織機刈谷工場) 

遠藤 香代(JAあいち知多女性部東浦地域部長) 

小林 久枝(教育委員会委員長) 

藤井 敏夫(中部国際空港連絡鉄道株式会社 代表取締役専務) 

都筑 一男(公募) 

橋本 一男(公募) 

事務局 町長 

原田生活経済部長 

石川環境課長 

德田課長補佐兼環境保全係長 

竹内主任 

山本主任 

欠 席 者 委 員 野村 美鈴（母の会会長) 

議 事 
議事１ 「東浦町の環境を守る基本計画」における中間年度による 

計画の見直しの内容について（諮問） 

傍聴者の数 ０名 

審議内容 
会議の公開を確認 

議事の審議内容は、別紙のとおり 

備  考 
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生活経済部長：あいさつ 

会議の公開の確認(傍聴者無し) 

     会議の録音ならびに会議状況の写真撮影の了承 

     資料の確認 

      

町 長 ：あいさつ 

環境審議会は条例に基づく会議です。今回は「環境を守る基本計画の

中間見直し」について諮問します。皆さんにご審議いただき、ご意見

をいただきたいと思います。よろしくお願いします。 

 

生活経済部長：委嘱書の配布、記載内容の確認をする。出席委員の確認し、会議の成立 

を報告する。 

     東浦町の環境を守る基本計画の概略について説明する。 

東浦町の環境を守る基本条例第12条第1項により会長・副会長を選出す 

る。会長に久米弘氏（コミュニティ連絡協議会会長）、副会長に神田新二 

氏（経済建設委員会委員長）を選出する。 

 

町 長 ：町長から会長へ諮問書の授与を行う。 

 

会 長 ：あいさつ 

     議事進行 

 

議事１ ：「東浦町の環境を守る基本計画」における中間年度による計画の見直しの内容 

      について（諮問） 

 

事務局  東浦町の環境を守る基本計画の中間見直し内容について、概要、策定ス 

ケジュール（案）及び計画（案）について説明する。 

 

・本町では平成23年4月に「環境を守る基本計画」を改定し、これま 

 で計画に掲げる様々な取組みを実施してきた。 

・計画を推進してきたこの間に、住民の意識、住民行動の変化や地球

温暖化対策など計画改定当初とは環境を取り巻く状況が変化してき

ていると思われる。 

・今回の見直しでは、地球温暖化対策など国や県の動向を考慮した上

で、町の施策及び取り組み事業を検討し、中間年度となる平成28年

度に向けて、より実態に沿った計画への見直しを行う。 

・そのため策定時の質問を再度問う内容のアンケートを実施すること

で、住民の意識の変化を捉え、取組み施策の検証や目標値の再設定

に役立てる。 
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(質疑・意見） 

     スケジュール（案）及び計画（案）の確認のため質疑なし。 

 

 

事務局  住民アンケート内容について、前回との変更点を説明する。 

 

(質疑・意見） 

委 員：見直しの方向性を踏まえたうえでのアンケートを実施すべきではないか。 

アンケート結果を事務局として、どのように見直しに反映させようと考え 

ているのか聞かせてほしい。 

    設問で環境問題への関心度を図るものがあるが、「環境」とは公害問題だ 

けでなく、自然、道路、生活などについてもかかわってくるものなので設 

問内容が偏らないように考え直し、大きな視点で捉えるような内容に変

更してはどうか。 

事務局 ：今回実施を予定するアンケートについては、平成22年２月に実施したア 

ンケートと比較して住民の意識がどの程度変化しているのか把握するこ 

とが目的であり、結果をみて今後の方針を決定したいと考えている。 

環境問題の関心度のアンケートについては、内容に偏りが出ないように 

修正を加えていきたい。 

委 員：町が実施してきた施策内容が、どの程度住民に周知できているかを図る

アンケート内容にすべきではないか。具体的な施策名を提示すべきでは

ないか。 

委 員：事務局は前アンケートとの変化を調べたいと考えていると思う。施策に

関する周知度、認識度を図りたいのであれば別に設問を設けるべきでは

ないか。 

事務局：施策事例については、表現方法を考えたい。 

委 員：どのポイントに絞ったアンケート実施を考えているのか。 

事務局：あくまでも前アンケートとの比較によった方向性を出していきたいと考

えている。新しい施策については、アンケート結果を踏まえて決定した

いと考えている。 

委 員：基本計画の数値目標がアンケートの回答数となっているものがあるが、

何を目的にアンケートしたいのか見えてこない。 

委 員：目標が「住民意識」になっているものは、当初に目標を設定した時点で

のアンケートが参考となって設定されていると思われる。進捗率をみる

のであれば、同じ設問をするのが好ましいと思う。 

事務局：あくまでもアンケート結果を目標に反映させたいと考えているため、同

じ設問を採用したい。 

委 員：水に関する設問については、なぜ追加したのか。 

事務局：河川及びため池の水質、生活排水についてはデータがなく、住民がどの

ように感じているか調査がしたかったので追加した。今後の計画に反映

したいと考えている。 
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委 員：水についての問いかけであれば、公共下水道の普及が進まない理由にす

るなど、設問を絞ったほうがよいのではないか。 

 

委 員：環境活動への参加意識を調査したところで、実際に参加するのは 1 割程

度ではないか。アンケート上での参加意識と実際の参加者数とのギャップ

を埋めるような設問に工夫はできないか。 

    環境というのは、多岐にわたる項目であり実施するアンケート結果を基

本計画に反映させるだけでなく、広く活用してはどうか。 

委 員：アンケート結果を県内や全国データと比較することで、東浦町民のイメ

ージがわいてくるのではないか。  

委 員：生物多様性の用語の認知度を問いかけるのではなく、「少なくなったと感

じる動植物は何か？」といった具体的な設問のほうがよいのではないか。 

委 員：家庭でのエネルギー使用量については、具体例を示したほうが回答しや

すいのではないか。（どういった行動が○リットルの節水につながる等） 

委 員：せっかく東浦町にはユネスコスクールに認定された小学校が２校あるの

で、それに絡めた設問を追加してはどうか。 

委 員：ユネスコスクールに認定されていない学校においても、環境についての

取組みは活発である。子供たちの方が環境に対する意識が高いように感

じられる。 

 

事務局  東浦町環境計画実施計画の各課の取組みについて報告する。 

 

(質疑・意見） 

委 員：中間年度の計画の見直しとは、「理念」の見直しなのか。それとも「目標

値」の見直しなのか。 

委 員：環境施策に対する仕組みややり方などの見直してこそ、本来の見直しと

いうのではないか。 

事務局：年数の経過に伴い目標値の見直しをしたいと考えている。あくまでも中

間見直しのため、基本方針や基本施策を変更するような大きな改訂は考

えていない。 

 

会 長：閉会のことば 

    次回の審議会は、２月19日（木）を予定している。 

    本日審議したアンケート内容については、事務局で修正後、アンケート

実施前に委員に郵送にて提示する。 

 

 


